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株式会社インテック 

インテック、クラウドでヘルスケアサービス参入 

個人の健康増進をサポートする「スーパー・フェニックス」 
～イー・ビー・ヘルス・ケアのサービスをベースにインテックのクラウド上で提供～ 

 

 ITホールディングスグループの株式会社インテック（本社：富山県富山市、代表取締役社長：

滝澤光樹、以下インテック）は、5月7日より、健康診断の結果データなどと連携する健康管理の

クラウドサービス「スーパー・フェニックス」を開始し、ヘルスケアサービスに参入しました。 

本サービスは、イー・ビー・ヘルス・ケア株式会社（京都市）と共同で行うもので、同社の健

康診断事業者向けサービス「フェニックスケア」と、インテックの広域仮想クラウドサービス「EINS 

WAVE」（アインス ウェーブ）をベースに、新たな特定保健指導プログラムや利用者向けのスマー

トフォン対応などを追加して、完全にリニューアルしました。従来からの健康診断結果のお預か

り（データベース事業）とあわせ、保健指導支援ツールなどとも連携し、個人一人ひとりが生活

習慣改善につなげるための、精度の高い健康管理サービスを提供します。 

 

１．個人向けのパーソナルケアで医療費削減に貢献 

21世紀の日本社会は、疾病及び加齢による負担が極めて大きくなると考えられ、国民医療費は

年々増加し、平成22年度で過去最高の37兆4202億円に達し、年齢階級別では、65 歳以上が20兆7176 

億円（55.4％）となっています。その一方、生活習慣病は、現在、国民医療費（一般診療医療費）

の約３割、死亡者数の約６割を占める現状です。（出展：厚生労働省 国民医療費※1） 

インテックは、従来の病院中心の臨床医学分野による救済だけでなく、「健康日本21※2」の活動

にも代表されるように、予防医学分野の強化が必要であることに着目しています。 

今回のサービスは、同分野で実績を持つイー・ビー・へルス・ケア社と共同で、一人ひとりの

健康リスクを可視化し、医療・健康情報の安全な流通により、医療保険制度にのみに依存しない

健康増進活動の定着化を目的として、「スーパー・フェニックス」をクラウド型で提供します。 

本サービスの一番の特長は、健康診断の結果データを活用することにより、様々なサービスと

連携し、疾病につながらない生活習慣改善を支援することにあります。ヘルスケアに関するサー

ビスが拡大する中、精度の高い健康診断の結果をベースとして、日々のプロセスを含めた個人の

健康管理情報を統合的にデータベースに蓄積し、健康増進による医療費削減に貢献します。 

 

２．医療・ヘルスケア分野におけるインテックの取り組み 

インテックは、創業間もない1970年代より病院向けの部門システムやレセプト（診療報酬請求）

の電算処理受託業務など、40年以上にわたり医療分野におけるＩＣＴに取り組んでまいりました。 

現在、病院総合情報システムや病理検査業務支援システムなどをはじめとして、全国130以上の

大手医療機関との取引があり、また医療にかかわる各産業分野との連携も深めております。 

このたび、予防医学分野を支える新たなサービスなども加えて、医療・ヘルスケア分野の売り

上げを、現在の約70億円から3年で100億円に引き上げる計画です。  
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３．スーパー・フェニックス サービス概要 

「スーパー・フェニックス」は、企業・団体や健康保険組合などを通じて、健康診断の結果デ

ータのお預かりを中心としています。これらのお預かりには本人同意を前提としており、個別の

保健指導を受けられるだけでなく、日々の生活記録（食事、体重、運動など）を登録することで、

健康増進意識の向上や特定保健指導の効率化を実現します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、医療機関、健診機関や保健指導事業者に向けては、特定保健指導業務の効率化を支援す

るツールとして、指導進捗の管理や報告書作成、指導対象者とのメッセージ交換などの機能をご

利用いただくことが可能です。 

 

４．スーパー・フェニックスをご利用いただくには 

スーパー・フェニックスは、企業・団体や健康保険組合などを通じて販売します。企業における従

業員の健康管理を通じた活力向上などの利用を想定しています。また、医療機関や健診機関での

利用についても、継続してサービス提供を行います。 

実際に個人の方が利用する場合には、事前の利用同意などを通じてデータのお預かりを行うと

ともに、機微情報を除いたかたちで安全に管理を行う仕組みです。実際のデータの参照は、個別

に割り当てられたキー情報やパスワードをもとに、利用者本人が紐づけることで確認することが

できます。過去の健診結果データを投入するなど、個別のご要望にお応えするためのオプション

サービスも準備しています。 【 URL：http://superphoenix.jp 】 

 

 

※1「平成22年度 国民医療費の概況（厚生労働省）」http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-iryohi/10/ 

※2「健康日本21」http://www.kenkounippon21.gr.jp/ 

健康増進法に基づき策定された「国民の健康の増進の総合的な推進を図るための基本的な方針（平成１

５年厚生労働省告示第１９５号）」は、国民の健康の増進の推進に関する基本的な方向や国民の健康の増

進の目標に関する事項等を定めたものです。本方針が全部改正（いわゆる「健康日本２１（第２次）」）

されました。（平成24年7月10日厚生労働省告示４３０号） 

 （１） 個人健康管理ツールの提供 （日々の変化の登録＝食生活／運動記録／バイタルデータ）
 （２） 健康診断結果の経年管理蓄積（健診機関との連携や、企業・健保組合からの投入） 

個⼈向けツール 

健康情報管理 

健診事業ツール
特定保健指導業務

受診者データベース 

日々の生活情報

健診結果／指導情報
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【 補足資料１：サービスのねらい 】 

 

■ 国民医療／保健事業における課題  

 高齢化社会の進展にとどまらない 

医療費の増大と働く世代の健康不安 

 国家財政の危機的状況にともなう 

医療費抑制への期待 

 国民皆保険制度の維持が困難な 

健保財政の逼迫（健康難民の発生） 

 要介護者の増加に対して、支援者や 

家族自身の健康不安と高齢化 

        

   

 

 

 

 

【 補足資料２：予定販売先 】 

 

【 補足資料３：個人情報の取り扱いについて 】 

  スーパー・フェニックスは、健診結果などから個人情報の特定につながる機微情報を除いた状態で、お

預かりをいたします。また、利用に際しては事前の個人同意を得ることとしています。 

 

 

 

 

 

  ※ 紐づけるためのＩＤは、企業・団体や健診機関を通じて、利用者本人にパスワードとともに送られます。 

スーパー・フェニックスは、健康診断な

どの精度の高いデータと連携すること

で、一人ひとりの健康増進活動を支援

し、医療費削減に貢献します。 

個人からスーパー・フェニッ

クスへのアクセスは、個人に

割り当てられた、ＩＤナンバー

とパスワードで紐づけます。 

企業や健保、医療機

関が責任を持って個

人情報管理します。 

 健診結果 

データ 

個人情報 

分離して 

安全を 

確保 

 フェニックス 

ケア 

健康情報
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◆イー・ビー・ヘルス・ケア株式会社 について 

 イー・ビー・ヘルス・ケア株式会社は、「フェニックスケア」のサービス運用のために誕生

した会社です。2004年にサービスを開始した「フェニックスケア」は、大手健診事業者での利

用を中心に、企業や健康保健組合などを通じて、現在、全国130万人の皆様に利用されています。

現在、「フェニックスケア」を通して、全国の健診機関から健診結果データをお預かりする

とともに、ご利用者の日常的な健康管理を応援するサービスを安定してご提供しています。

また、平成20年4月からは、特定保健指導業務を円滑化する自動遠隔指導プログラムや業務

支援システムの提供をスタートし、指導する方・受ける方の両方に、より効果的できめの

細かいサービスをお届けしています。 

    このたびは、インテックと共同でバージョンアップした「スーパー・フェニックス」に

おけるサポートデスクを担当し、引き続き安定したサービスの提供に寄与していきます。 

参考)イー・ビー・ヘルス・ケア株式会社 ホームページ http://ebh.co.jp/ 
 

◆広域仮想クラウドサービス「EINS WAVE」（アインス ウェーブ）について 

 首都圏、北陸、関西の3地域の高機能データセンターをひとつの広域仮想データセンターと

して機能させ、高可用なサービスを提供するインテックの広域仮想クラウドサービスです。

各拠点で、仮想サーバやデータ・バックアップなどのIT基盤サービスとなるIaaS、電子証

明書やID認証などクラウドを安全に利用するためのサービスであるPaaSを提供します。完

全二重化した独自開発の運用システムで一元的に管理し、高機能で高品質な運用イノベー

ションをクラウド環境で実現しています。 

参考) EINS WAVEサービスサイトhttp://www.intec.co.jp/service/einswave/index.html 
 

◆株式会社インテックについて 

お客さまの経営戦略に沿った情報化戦略の立案からシステムの企画、開発、アウトソーシング、

運用保守まで、IT分野において幅広く事業を展開しています。特に、データセンター事業は、

東京、横浜、大阪、富山などのデータセンターを高速回線で接続した高信頼性サービスを提供

しています。2014年1月11日に創立50年を迎えるインテックは、産業と社会システムの高次化に

資するユビキタスICTカンパニーとして、グローバルな視野で、次なる50年へと新たな挑戦を続

けてまいります。 

参考) インテックホームページ http://www.intec.co.jp/ 

 
◆ITホールディングスグループについて 

ITホールディングスグループは、様々なお客様をITで支援するITエキスパート集団です。 

進化し続ける企業グループとして、グループ各社の個性を活かし総合力で応えます。 

 

※ 本文に記載されている会社名、商品・サービス名は、各社の登録商標または商標です。 

※ 記載した内容は本発表日現在のものです。 

 

【報道関係からのお問い合わせ先】 

株式会社インテック 広報室  E-Mail： press@intec.co.jp 

担当：渡邉 TEL: 03-5665-9807  FAX： 03-5665-9813 

【サービスに関するお問い合わせ先】 

株式会社インテック プラットフォームビジネス事業部 E-Mail： superphoenix@intec.co.jp 

担当：大谷 TEL: 03-5665-5053  FAX： 03-5665-5196 


